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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
４
月
23

日
（
火
）、
水
戸
市
で
平
成
31
年
度
通

常
総
会
を
開
催
し
、
外
山
県
連
会
長
を

は
じ
め
、
友
好
青
年
団
体
長
や
部
員
を

含
め
て
約
１
７
０
名
が
参
加
し
た
。

　
総
会
で
は
常
総
市
の
相
山
部
長
を
議

長
に
選
出
し
、
前
年
度
事
業
報
告
や
新

年
度
事
業
計
画
な
ど
の
４
議
案
を
審
議

し
、
満
場
一
致
で
全
議
案
を
原
案
通
り

可
決
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、

会
長
に
大
森
健
一
（
取
手
市
）、
副
会

長
に
佐
藤
高
雅
（
東
海
村
）、
高
橋
雅

慶（
水
戸
市
常
澄
）、小
澤
潤（
鹿
嶋
市
）、

沼
田
祐
市
（
石
岡
市
八
郷
）、
飯
島
崇

人
（
守
谷
市
）、
堀
和
友
（
坂
東
市
）

等
が
選
任
さ
れ
、
第
25
代
目
と
な
る
新

し
い
県
青
連
執
行
部
が
発
足
し
た
。

　
総
会
後
に
は
、
平
成
30
年
度
部
員
増

強
運
動
優
良
青
年
部
、「
こ
ど
も
見
守

り
隊
」
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
者

の
表
彰
式
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
同
日
開
催
の
部
員
研
修
会
で

は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡

協
議
会
会
長
で
あ
り
群
馬
県
青
連
会
長

で
あ
る
田
熊
祐
介
氏
に
、「Im

pulse

と
共
に
」
と
題
し
自
社
の
成
り
立
ち
か

ら
「
一
人
の
百
歩
よ
り
百
人
の
一
歩
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
群
馬
県
青
連

で
の
取
り
組
み
等
を
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。
参
加
し
た
青
年
部
員
は
同
じ
青
年

部
員
と
い
う
立
場
で
あ
る
田
熊
氏
の
講

演
を
深
く
聴
き
入
っ
て
い
た
。

　
同
日
夜
に
開
か
れ
た
懇
親
会
で
は
宇

野
副
知
事
の
ご
挨
拶
や
新
旧
体
制
代
替

わ
り
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
更
に
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
、
２

年
の
任
期
を
終
え
た
根
本
前
会
長
の
前

に
奥
様
と
子
供
た
ち
が
登
場
。
奥
様
よ

り
２
年
間
を
振
り
返
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
る
な
ど
、
会
場
は
最
後
ま
で

和
や
か
で
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
て
い

た
。

　
こ
の
度
、
茨
城
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
第
25
代
会
長
を
仰
せ
つ
か
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
取
手
市
商
工
会

青
年
部
の
大
森
健
一
で
す
。
2
年
間

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
度
、
私
達
県
青
連
は
創
立
50

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
諸
先
輩
方

や
事
務
局
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、本
年
度
は
改
元
・
消
費
税
増
税
・

茨
城
国
体
、
来
年
度
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
等
様
々
な
出
来
事
が
あ
り

ま
す
。
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た

伝
統
を
引
き
継
い
だ
私
達
は
、
新
し

い
時
代
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
地

固
め
を
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
よ

り
良
い
も
の
へ
と
形
を
変
え
て
、
次

の
世
代
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
注
力
す
る
部
分
は
〝
事

業
の
資
質
向
上
〞
〝
組
織
力
強
化
〞

で
す
。

　
第
25
代
茨
城
県
青
連
と
し
て
【
格

致
日
新
〜im

prove quality

】
と
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
物
事
の
本
質
や
真
理
を
日
々

追
及
し
続
け
、
常
に
向
上
し
続
け
る

と
い
う
意
味
で
す
。

　
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
と
に
任
期

中
、
次
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
1
年
目
は
事
業
（business

）
の
向

上
で
す
。
青
年
部
活
動
を
す
る
上
で
、

仕
事
を
疎
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
自
社
の
事
業
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
商
工
会
を
も
っ
と
活
用
し
よ

う
！
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
り
組
ん
で

行
き
ま
す
。

　
2
年
目
は
事
業
（project

）
の
向
上

で
す
。
商
工
会
青
年
部
の
事
業
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
各
単
会
か
ら
悩
み

や
要
望
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
事
業

に
活
か
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
に
は
、
部
員
減
少
等

の
理
由
に
よ
り
事
業
の
縮
小
や
取
り

や
め
を
し
て
い
る
単
会
も
あ
り
ま
す
。

茨
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
43

単
会
の
集
ま
り
で
す
。
各
商
工
会
が

協
力
し
合
い
そ
れ
ぞ
れ
が
補
い
合
っ

て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
を
通

年
で
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ニ

コ
ニ
コ
（
25
代
）
笑
顔
溢
れ
る
県
青

連
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
何
卒
お
力
添
え
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

茨
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

会
長
　
大
森 

健
一

第
25
代 

大
森
新
体
制
始
動
！

平
成
31
年
度
県
青
連
通
常
総
会

会 

長 

挨 

拶
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第
51
回
県
商
工
青
年
の
主
張
発
表
会

を
7
月
17
日
、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
で

開
催
し
、
青
年
部
員
3
3
0
余
人
が
出

席
し
た
。

　
発
表
会
は
、
県
内
6
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

選
ば
れ
た
12
名
が
青
年
部
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
振
興
や
自
社
経
営
等
の
活
動

事
例
を
組
み
入
れ
た
テ
ー
マ
を
作
成
。

日
頃
の
青
年
部
活
動
か
ら
学
び
、
気
づ

い
た
こ
と
や
地
域
貢
献
、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
思
い
な
ど
を
発
表
し
た
。

　
今
大
会
で
は
土
浦
市
新
治
の
望
月
正

美
さ
ん
、
取
手
市
の
小
村
悦
子
さ
ん
の

2
名
が
初
の
女
性
発
表
者
と
し
て
参
加

し
た
。

　
審
査
に
は
㈱
茨
城
放
送
の
北
島
代
表

取
締
役
社
長
を
は
じ
め
、
県
中
小
企
業

課
薄
井
課
長
、
県
連
野
澤
専
務
理
事
、

県
壮
青
年
部
山
本
副
部
長
が
あ
た
り
、

内
容
・
構
成
・
表
現
力
・
態
度
を
基
準

に
審
査
が
行
わ
れ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
潮
来
市
の
橋
本
裕
基

君
が
見
事
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡

協
議
会
の
令
和
元
年
度
千
葉
大
会
が
9

月
11
・
12
日
に
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ

ィ
千
葉
で
開
催
さ
れ
た
。

　
大
会
に
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
1
都
10

県
の
青
年
部
員
1
0
3
5
人
が
参
加
。

本
県
か
ら
は
1
2
6
名
が
参
加
し
た
。

各
都
県
の
代
表
11
名
が
主
張
を
発
表
。

　
審
査
の
結
果
、
本
件
代
表
の
橋
本

裕
基
君
は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
て

し
ま
っ
た
も
の

の
、
県
大
会
で

の
発
表
よ
り
さ

ら
に
磨
き
を
か

け
た
発
表
で
会

場
を
魅
了
し
て

い
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
、「
青
年
部
の
繋
が

り
×
食
育
活
動
＝
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に

発
表
し
た
静
岡
県
代
表
の
橋
山
豪
人
君
、

「
野
澤
流
の
事
業
承
継
」
を
テ
ー
マ
に

発
表
し
た
長
野
県
代
表
の
河
野
今
朝
成

君
の
2
名
が
選
ば
れ
た
。

　
主
張
発
表
終
了
後
に
は
㈱
喜
代
村

（
す
し
ざ
ん
ま
い
運
営
会
社
）
代
表
取

締
役
社
長
の
木
村
清
氏
に
よ
る
基
調
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　
翌
日
は
、
全
国
大
会
顕
彰
受
賞
者
選

考
会
が
行
わ
れ
、
本
県
か
ら
は
次
の
3

部
門
に
挑
ん
だ
。
　
　
　

　「
人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
づ
く
り
部
門
」

（
常
総
市
相
山
隆
司
君
）
に
つ
い
て
は

（2）

　
発
表
内
容
は
「
ゼ
ロ
か
ら
始
ま
る
青

年
部
活
動
」
と
題
し
、
青
年
部
を
通
じ

て
仲
間
・
家
族
・
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
強
く
実
感
し
、
青
年
部
活
動
の
や
り

が
い
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
優
秀
賞
に
は
土
浦
市
新
治
の
望

月
正
美
さ
ん
、
優
良
賞
に
は
那
珂
市
の

澤
畑
佳
宏
君
が
選
ば
れ
た
。

　
な
お
、
最
優
秀
賞
の
橋
本
君
は
9
月

11
日
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
た
主
張
発

表
関
東
大
会
に
本
県
代
表
と
し
て
出
場

し
た
。

倉
田
公
夫
君
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
部
門
」（
土
浦
市
新
治
滝
田
賢
治
君
）

で
は
鈴
木
篤
君
、そ
し
て「
ま
ち（
地
域
）

づ
く
り
部
門
」（
牛
久
市
商
工
会
青
年

部
）
で
は
若
林
和
浩
君
が
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

　
審
査
の
結
果

「
ま
ち
（
地
域
）

づ
く
り
部
門
」

に
て
、
地
域
の

賑
わ
い
に
大
き

く
貢
献
し
て
い

る
事
業
を
行
っ

た
牛
久
市
商
工

会
青
年
部
が
選

ば
れ
た
。

　
発
表
を
終
え

た
発
表
者
は
い

ず
れ
も
晴
れ
や

か
な
表
情
で
あ

っ
た
。

　
部
長
会
議
・
部
員
研
修
会
を
6
月
27

日
、ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
で
開
催
し
、

青
年
部
員
1
5
0
余
人
が
出
席
し
た
。

　
部
長
会
議
で
は
、
各
部
長
等
出
席
者

の
自
己
紹
介
の
後
、
大
森
会
長
が
議
長

商
工
青
年
の
主
張
発
表
会

最優秀賞  潮来市  橋本 裕基 君

優秀賞  土浦市新治
望月 正美 君

優良賞  那珂市
澤畑 佳宏 君

潮来市  橋本 裕基 君

常総市

土浦市新治牛久市関東代表に選出された牛久市を囲んで

と
な
り
第
25
代
県
青
連
の
活
動
方
針
や

県
青
連
各
事
業
の
事
業
目
的
を
丁
寧
に

説
明
し
た
。
ま
た
、
事
前
に
各
青
年
部

の
現
状
や
課
題
、
取
り
組
み
た
い
事
業

等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
そ
の

調
査
結
果
を
各
青
年
部
間
で
共
有
し
、

今
後
の
青
年
部
活
動
に
お
い
て
情
報
交

換
や
事
業
実
施
す
る
際
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
述
べ
た
。

　
部
員
研
修
会
は
、
部
員
た
ち
の
関
心

の
高
い
4
つ
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
た
。

　
会
場
を
二
つ
に
分
け
、
第
Ⅰ
部
で
は

特
に
関
心
の
高
か
っ
た
「
持
続
化
補
助

金
に
つ
い
て
」、「
も
の
づ
く
り
補
助
金
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
実
施
。

「
持
続
化
補
助
金
に
つ
い
て
」
は
県
連
ブ

ロ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
森
田
・
国
枝

が
講
師
を
務
め
、「
も
の
づ
く
り
補
助
金

に
つ
い
て
」
は
茨
城
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
よ
り
、
も
の
づ
く
り
開
発
支
援

室
高
安
室
長
を
講
師
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ

れ
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　
第
Ⅱ
部
で
は
、

「
I
T
ツ
ー
ル
・
シ

ス
テ
ム
導
入
の
補

助
に
つ
い
て
」及
び
、

「
事
業
承
継
に
関

す
る
補
助
金
・
税

制
に
つ
い
て
」を
テ

ー
マ
に
、リ
コ
ー
ジ
ャ

パ
ン
㈱
よ
り
植
田

氏
、つ
く
ば
経
営
戦

略
研
究
所
よ
り
桑

原
所
長
を
講
師
に

迎
え
、そ
れ
ぞ
れ
研

修
が
行
わ
れ
た
。

橋
本
裕
基
君 

最
優
秀
賞

潮来市

発表者全員で記念写真

9月11・12日

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

前
期
大
会

6月27日

4
つ
の
テ
ー
マ
で

部
員
研
修
会
開
催

部
長
会
議
・
部
員
研
修
会



（3）

　
10
月
9
日
、
第
51
回
県
商
工
会
青
年

部
野
球
大
会
を
牛
久
運
動
公
園
野
球
場

で
開
催
し
た
。

　
大
会
は
茨
城
県
中
小
企
業
課
薄
井
秀

雄
課
長
の
始
球
式
で
始
ま
り
、
地
区
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
6

チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。

　
投
手
を
中
心
と
し
た
堅
い
守
備
を
誇

る
龍
ケ
崎
市
商
工
会
青
年
部
と
、
2
試

合
連
続
逆
転
勝
ち
と
粘
り
強
さ
の
あ
る

大
洗
町
商
工
会
青
年
部
が
決
勝
に
進
出

し
た
。

　
結
果
は
、
龍
ケ
崎
市
商
工
会
青
年
部

が
3
対
0
と
接
戦
を
制
し
見
事
初
優
勝

に
輝
い
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
、
龍
ケ
崎
市
商
工
会

青
年
部
の
岡
田
光
平
君
が
選
ば
れ
た
。

【
個
人
賞
】

▽
最
優
秀
賞

　
岡
田
光
平
君

　（
龍
ケ
崎
市
）

▽
優
秀
賞

　
倉
田
幹
久
君

　（
大
洗
町
）

▽
敢
闘
賞

　
小
松
崎
賢
太
君

　（
鹿
嶋
市
）

▽
首
位
打
者
賞

　
青
野
拓
也
君

　（
龍
ケ
崎
市
）

　
広
報
・
情
報
ネ
ッ
ト
戦
略
委
員
会
の

役
割
は
、
大
き
く
4
つ
ご
ざ
い
ま
す
。

①
県
青
連
広
報
誌
「
飛
翔
」
の
発
行

　
県
青
連
事
業
、
各
単
会
・
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
絆
感
謝
運
動
、
子
供
見
守
り
隊

活
動
、
持
続
化
補
助
金
の
活
用
事
例
、

部
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
誌
面

で
紹
介
し
ま
す
。

②
県
青
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

　
ペ
ー
ジ
構
成
の
刷
新
も
含
め
て
、
委

員
会
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
県
青
連Facebook

ペ
ー
ジ
の
更
新

　
県
青
連
事
業
の
報
告
と
、
各
単
会
ペ

ー
ジ
情
報
を
随
時
シ
ェ
ア
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
県
青
連Facebook

通
じ
て
、
県
内

部
員
が
情
報
を
共
有
し
あ
え
る
こ
と
を

目
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

④
こ
ど
も
見
守
り
隊
活
動
の
推
進

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
「
こ
ど
も

見
守
り
隊
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
を
活
用

し
、
県
内
青
年
部
全
体
で
、
地
域
の
子

ど
も
達
の
日
常
を
見
守
る
活
動
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
２
０
１
２
年
に
起
業
し
ま
し
た
。

地
元
の
商
工
会
に
つ
い
て
は
創
業
の
際

に
お
世
話
に
な
り
加
入
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
青
年
部
の
活
動
や
存
在
に
つ
い

て
は
余
り
深
く
知
ら
ず
、
加
入
し
て
い

る
友
人
よ
り
活
動
内
容
と
雰
囲
気
を
教

え
て
貰
い
、
今
年
の
７
月
に
入
部
し
ま

し
た
。
奉
仕
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
活
動
、

例
会
に
参
加
し
、
青
年
部
の
一
員
と
し

て
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
実
感
を
抱
き
、

部
員
の
仲
間
達
と
の
交
流
も
深
ま
り
、

早
期
に
入
部
し
活
動
に
参
加
す
れ
ば
よ

か
っ
た
と
今
で
は
思
い
ま
す
。
経
営
者

は
孤
独
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
青
年
部
の
活
動
を
通
じ
絆
が
深
ま

り
、
経
営
課
題
や
将
来
の
展
望
を
相
談

で
き
る
良
い
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
青
年
部
を
通
じ
、
地
域
の
貢
献

と
自
社
発
展
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

筑
西
市
商
工
会
青
年
部
に
入
会
し
た

の
は
友
人
の
現
部
長
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

農
家
で
あ
る
自
分
に
よ
く
声
を
か
け

て
き
た
な
と
思
い
ま
す
（
笑
）

　

入
会
し
て
す
ぐ
に
明
野
ひ
ま
わ
り
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
り
、
外
か
ら
で
は

気
づ
け
な
か
っ
た
経
験
を
す
ぐ
に
得
ら

れ
ま
し
た
。
今
で
も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
他
地
域
と
の
交
流
な
ど
参
加
で
き

ず
と
も
多
く
刺
激
が
あ
り
ま
す
。

　

田
畑
か
ら
離
れ
る
機
会
が
少
な
い
農

家
は
同
業
者
と
の
関
わ
り
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
色
々
な
知
見
や
経
験
は
こ
れ
か

ら
農
家
に
も
必
要
か
な
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
同
世
代
の
青
年
部
は
す
ぐ
に
受

け
入
れ
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
あ
り
が

た
い
で
す
。

　

他
業
種
が
多
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
農

家
が
活
躍
す
る
こ
と
は
六
次
化
の
ひ
と

つ
と
も
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
農
家
メ
ン
バ
ー
も
増
え
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
と
初

め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
つ
く
ば
セ
ン

タ
ー
広
場
で
行
わ
れ
て
い
た
セ
グ
ウ
ェ

イ
体
験
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

気
さ
く
に
話
し
か
け
て
下
さ
り
、
青

年
部
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
遊
び
に
行

く
中
で
青
年
部
の
活
動
に
関
心
を
持
ち
、

昨
年
の
ラ
ー
メ
ン
フ
ェ
ス
タ
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、

青
年
部
の
団
結
力
と
メ
ン
バ
ー
の
温
か

さ
に
感
動
し
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
！！

　

い
ざ
入
会
し
て
み
る
と
、
多
業
種
の

方
と
触
れ
合
う
中
で
、
私
の
視
野
が
グ

ン
！
と
広
が
り
ま
し
た
！
そ
し
て
何
よ

り
も
青
年
部
の
「
仲
間
」
が
出
来
た
こ

と
が
私
は
と
て
も
嬉
し
く
心
強
い
で

す
！！
私
の
仕
事
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
り

ま
す
が
、
仲
間
達
と
共
に
地
域
の
皆
さ

ん
の
『
笑
顔
の
お
手
伝
い
』
係
を
頑
張

り
ま
す
☆

新
入
部
員

の
声

商
工
会
青
年
部
に
入
部
し
た
キ
ッ
カ
ケ
と

今
後
青
年
部
活
動
で
挑
戦
し
た
い
事

押
手 

寛
美

つ
く
ば
市
商
工
会
青
年
部

龍
ケ
崎
市
商
工
会

青
年
部
が
初
優
勝

第
50
回
県
商
工
会
青
年
部
野
球
大
会

◆10月9日◆

役　職

委 員 長

広報・情報ネット戦略委員会

山形　和義 北 茨 城 市

副委員長
鈴木　　篤 土浦市新治

委　　員

齊藤　　智 筑　西　市
谷津　　茂 水戸市内原
鈴木　正人 行　方　市
櫻井　　惇 龍 ケ 崎 市

氏　名 青年部名

株
式
会
社
Ｕ
Ｋ

尾
見 

喜
信

筑
西
市
商
工
会
青
年
部

O
m
ifarm

熊
﨑 

智
士

北
茨
城
商
工
会
青
年
部

株
式
会
社
エ
ム
ワ
ー
ク
ス
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1 鈴木 秀和
2 境町
3 31人

1 大塚 　剛
2 五霞町
3 12人

1 阿部 裕介
2 八千代町
3 33人

1 臼井 一範
2 桜川市
3 46人

1 平㔟 忠温
2 坂東市
3 60人

1 倉田 公夫
2 常総市
3 80人

1 碓井 啓史
2 河内町
3 19人

1 雨貝 佳典
2 阿見町
3 35人

1 中島 竜樹
2 美浦村
3 35人

1 宮本 欣司
2 稲敷市
3 54人

1 椎名 克典
2 守谷市
3 55人

1 明石 卓哉
2 牛久市
3 78人

1 稲葉 佑介
2 取手市
3 86人

1 高橋 正樹
2 つくばみらい市
3 64人

1 長谷川 孝夫
2 石岡市八郷
3 24人

1 貝塚 康博
2 かすみがうら市
3 36人

1 仲田 雅人
2 鉾田市
3 70人

1 沢田 健二
2 潮来市
3 35人

1 水野 明宏
2 鹿嶋市
3 86人

1 坂本 武人
2 大洗町
3 50人

1 松田 泰幸
2 小美玉市
3 66人

1 大嶋 繁利
2 笠間市
3 88人

1 佐藤 誠一
2 日立市十王
3 5人

1 関　 　哲
2 大子町
3 25人

1 長岡 秀典
2 常陸大宮市
3 58人

1 安　 健太
2 東海村
3 60人

1 田邉 　亮
2 高萩市
3 29人

1 吉成 和典
2 常陸太田市
3 42人

1 沼田 祐市
2 石岡市八郷
3 ㈲沼田生花

副会長
1 小澤 　潤
2 鹿嶋市
3 ㈲小沢重機興業

副会長
1 高橋 雅慶
2 水戸市常澄
3 ㈲泰平印刷

副会長
1 佐藤 高雅
2 東海村
3 文化シヤッター日立販売㈱

副会長
1 大森 健一
2 取手市
3 飯工・クリーン㈱

会　長

1 澁谷 公成
2 神栖市
3 ㈱ケーズクラス

理　事
1 綿引 卓也
2 城里町
3 トキワ工芸

理　事
1 谷津 　茂
2 水戸市内原
3 ㈱谷津正商店

理　事
1 石川 浩通
2 那珂市
3 ㈱進栄管材

理　事
1 山形 和義
2 北茨城市
3 山形和義デザイン事務所

理　事
1 堀　 和友
2 坂東市
3 堀種苗店

副会長
1 飯島 崇人
2 守谷市
3 ㈲イイジマ電気

副会長

1 齊藤 　智
2 筑西市
3 ㈱齊藤塗装工業

理　事
1 前野 弘明
2 下妻市
3 つくばユニットB,R,S

理　事
1 永井 通広
2 利根町
3 ㈲永井道路

理　事
1 櫻井 　惇
2 龍ケ崎市
3 櫻井塗装

理　事
1 鈴木　 篤
2 土浦市新治
3 ㈱FPP

理　事
1 上野　 真
2 つ く ば 市
3 ㈲ウエノ自動車

理　事
1 鈴木 正人
2 行方市
3 鈴木土地家屋調査士事務所

理　事

1 根本 暁生
2 常陸太田市
3 根本電興㈱

顧　問
1 川上 和志
2 古河市
3 ㈱川上造園土木

監　事
1 大須賀 真寛
2 茨城町
3 ㈱スマイルタウン

監　事

1氏名  2青年部名  3事業所名

1氏名
2青年部名
3部員数
※部員数は令和元年
　9月30日現在

第25代
県青連役員

1 山形　和義　2 北 茨 城 市　3 22人
1 石川　浩通　2 那　珂　市　3 43人
1 荻谷　純一　2 水戸市常澄　3 17人
1 谷津　　茂　2 水戸市内原　3 39人
1 綿引　卓也　2 城　里　町　3 30人
1 澁谷　公成　2 神　栖　市　3 69人
1 鈴木　正人　2 行　方　市　3 45人
1 上野　　真　2 つ く ば 市　3 115人
1 鈴木　　篤　2 土浦市新治　3 12人
1 櫻井　　惇　2 龍 ケ 崎 市　3 62人
1 永井　通広　2 利　根　町　3 12人
1 前野　弘明　2 下　妻　市　3 59人
1 齊藤　　智　2 筑　西　市　3 38人
1 大須賀真寛　2 茨　城　町　3 41人
1 川上　和志　2 古　河　市　3 51人

青 

年 

部 

長

令和元年度


